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定例会報告 P5～ 新竜王小学校、いよいよ開校へ
委員会報告 P7～ 学童保育所の指定管理者決まる
一般質問 P9～ 中心核を含む公共施設整備と財政計画の見通しは６月

定例会

巻頭特集　議会報告会開催！

笑顔と未来笑顔と未来
ヘルメットで守るヘルメットで守る



当日のようす

竜王町の未来について

語り まし た

議会と は？

３ 月定例会報告

さ ら に便利な

竜王町へ

「 議会の見える化」への

第一歩！

たくさんのご参加
ありがとうございました！
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令和８ 年５ 月22日（ 金） と 23日（ 土） の二日間、 竜王町公民館にて議会報告会2026を 開催し まし た。

二日間で延べ40名の参加を 頂き 、 一部の報告会およ び二部の懇談会ではテーマ毎に活発な意見交換が

でき たと 思います。

参加し て頂いた町民の皆様、 あり がと う ございまし た。

皆様から 頂戴し た貴重なご意見は今後の議会活動に活かさ せて頂き ます。

Q 1 報告会の第１ 部は有意義

でし たか？

Q 4 報告会の第２ 部は有意義

でし たか？

Q 2 第１ 部の内容はわかり や

すかっ たですか？

Q 5 第２ 部は話し やすい雰囲

気でし たか？

Q 3 第１ 部の時間設定は

どう でし たか？

Q 6 第２ 部の時間設定は

どう でし たか？

有意義
だっ た
5 7 ％

有意義で
なかっ た

3 ％

ど ち ら と も
言え ない

4 0 ％

わかり やす
かっ た
8 3％

わかり にく
かっ た
1 0 ％

どち ら と も
言えない

7％

長かっ た
1 0 ％

短かっ た
3 0 ％

ふつう
6 0 ％

有意義で
な かっ た

8 ％
有意義だっ た

7 3 ％

ど ち ら と も
言えな い

1 9 ％

話し にく かっ た
4 ％

話し やす
かっ た
9 3 ％

どちら と も
言えない

3 ％

短かっ た
6 2 ％

ふつう
3 8％

いただいた御意見・ 御提案は、 今後の議会活動の参考にさせていただきます！

議会報告会2026 開催

活発な意見交換が

行われまし た！

議会報告会のアンケート 結果
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町民の皆さ んのご意見・ ご感想
・ 聴く だけでなく 意見を 話せる 場があり 、 来て良かっ たと 思えまし た。

・ 時間の制約があり 、 話が深めら れなかっ たのは残念。

・ 難し いと は思う し 、 参加者も 多く はなら ないだろ う けど、 何回か開催し て欲し い。

・ ワールド カ フ ェ 方式の懇談会で話し やすかっ た。

・ １ 部、 ２ 部と も に時間が短く 、 言いたいこ と が十分言えなかっ た。

・ 町公民館だけでなく 、 ブロ ッ ク 毎に出向く 方が参加者も 増える かも 。

・ 自治会長にノ ルマをお願いし ても 良いかと 。 参加し てく れなければ始まら ない。

・ 次回は議会を 傍聴する など、 自分自身が興味を 持つよ う にし たいと 思っ た。

・ 議員のなり 手不足については、 報酬を 上げて定数を 減ら すのはどう か。

・ 報告会も 良いが、 Yo uTub eやX、 イ ン スタ グラ ム等で「 まじ めすぎない」 発信の方が効果大では。

懇談会の総括
『 地域活性化について』

（ １ ） 町の魅力づく り

①若者に住んでも ら える 住宅建設

②公共交通機関の整備

③妹背の里を 多世代が集える 施設に

④町内２ か所の道の駅の整備と 活用

⑤果樹の町“ 竜王町” を 前面に

⑥ふる さ と 納税の維持継続を

（ ２ ） 地域の課題

①工場（ 企業） 誘致

②市街化調整区域の壁

③空き 家問題

④住宅リ フ ォ ーム補助金が少ない

⑤税金が高い

⑥自治会の維持困難

⑦中心核整備にお金を 使いすぎ

（ ３ ） 農業の課題

①農業後継者不足

②高齢化等で維持困難

③全面的に将来不安

『 子育て・ 高齢者施策について』

（ １ ） 子育て関係

①修学旅行への費用支援を

②竜小と 西小の統合を

③こ ども 園の保護者負担軽減を

④父親の育休取得の推進

⑤独自の子育て支援が少ない

⑥熱中症対策でスク ールバス増便は

⑦学力の見える 化を

⑧スマホの適正使用の指導を

（ ２ ） 高齢者関係

①介護施設の充実を

②見守り 必要な方の把握を

③独居高齢者の見守り を 地域ぐ る みで

④見守り のあり 方を 熟考すべき

⑤地域の繋がり の希薄化是正を

⑥免許返納者に対する 支援を

『 地域公共交通について』

①自動運転を 　 ②チョ イ ソ コ の改善を 　 ③免許返納者に対する 支援を 　 ④スマイルの障がい者限定を解除し ては

⑤セニアカ ーへの補助を 　 ⑥バスの定期補助があっ ても そも そも 定期代が高い

『 議会の見える 化について』

（ １ ） 議員のなり 手不足・ 報酬

①議員報酬が低い

②公費負担を PRする 仕組みづく り

③議員報酬を 上げて定数を 削減すべき

④議員なり にも っ と 住民の意見を聞く べき

（ ２ ） 議会・ 議員活動の見える 化

①広報やSN Sでも っ と PRすべき

②情報発信が必要

③議会だよ り の内容の見直し

（ ３ ） 町政・ 予算・ 行政へのチェ ッ ク 機能

①AIの導入

②働く 場所を 増やす

③生産年齢人口の拡大

④増大する 町の予算を も っ と チェ ッ ク すべき

（ ４ ） 町の魅力・ 地域づく り

①町内に住む場所が少ない

②窓口対応の職員の知識不足

③職員の窓口対応が町の印象を 左右する
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定例会のあ ら ま し
～議案を 原案のと おり 可決・ 承認・ 同意し ま し た～

承認

承認

可決

可決

可決

補償基礎額の改正内容 消防団員等が公務災害を 受けた際の補償基礎額を 改定し ます。

旧条例 3 1 5 ,0 0 0 円 新条例 3 3 0 ,0 0 0 円

議案一覧と 審議結果
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可決

可決

可決

可決

同意

同意

議案一覧と 審議結果

農業委員会委員の任命に関する議案

動産の取得に関する議案

議会で決議し まし た
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総務産業建設常任委員会

　 町内の公の施設２ か所の指定管理者について、 管理業務の範囲及び具体的内容、

指定管理者候補者選定までの経過について、 資料に基づき 説明を 受けた。

　 竜王小学校区学童保育所、 竜王西小学校区学童保育所の指定管理者に、 シダッ ク

ス大新東ヒ ュ ーマン サービ ス株式会社を 指定し 、 指定期間は令和８ 年９ 月１ 日から

令和1 3 年３ 月3 1 日までと なる 。

主な質疑応答

本町の現状は滞在型観光と はあまり 言えないと 思う が、 その拠点と も なる ホテル誘致に向けたその

後の経過を 伺う 。

問

町と し ては、 宿泊施設がない町である ので、 滞在型観光を 進めていく う えでホテルの計画は必ず実

現し て ほし いと 考え て いる 。 計画事業者から は、 秋を めど に結論を 出すと 聞いている 状況である 。

ホテルができ る と 道の駅アグリ パーク 竜王を 中心に滞在型観光が広がる と 考えている 。

答

主な質疑応答

選定業者の決定にあたっ ては、 どのよ う な点が評価と し て高かっ たのか。問

現事業者から 変わる ため引継ぎが必要と なる が、 具体的にどう し ていく のか。問

子ど も の自己肯定感を 育む事業や子ど も の主体性を 育む事業、 保護者と 職員

を つなぐ 連絡帳アプ リ など、 独自性のある 取組を 積極的に実施し ている 点が

高く 評価さ れた。

答

スムーズに移行でき る よ う 保護者説明会を 行い、 選定業者から 変更点や専用

アプリ の使用方法を 丁寧に説明する 予定である 。

答

観光資源の活用について

１ 　「 竜王観光」 の現状について

　 　「 緑と 文化のまち 」 を 象徴する 地域の自然環境、 歴史文化、 季節

の農産物など「 竜王ら し さ 」 を 前面に出し た観光振興を 図っ ている 。

　 ◆ 主要観光地の年間入込客数（ 令和７ 年実績）

　 　 １ 　 道の駅アグリ パーク 竜王： 約5 6 万人

　 　 ２ 　 道の駅竜王かがみの里： 約5 4 万人

　 　 ３ 　 地域に根差し た多様な観光スポッ ト

　 　 　 　 　 苗村神社： 約３ 万人、 妹背の里： 約１ 万７ 千人、

　 　 　 　 　 ド ラ ゴン ハッ ト ： 約８ 千人

　 ◆ 四季折々の地域資源： 春の桜や花桃、夏のフ ルーツ 狩り 、

　 　 鮒寿司漬け込み体験等

　 ◆ 広域観光の重要性

　 　 JRグループ ６ 社と 自治体が共同で 全国から 誘客を 図る

観光キャ ン ペーン等、 広域観光の連携にも 重点を 置いて取り 組む。

２ 　 今後の観光資源の活用について

　 　 本町では２ つの道の駅が直売の域を 超え、国土交通省が推進する 「 道の駅第３ ステージ構想（ 地方創生・

観光の拠点化） 」 の実現に向けて、「 自ら 稼ぐ ための新たな観光資源の開発」 への挑戦を 始めている 。

調
査

指定管理者の指定につき議決を求めるこ と について審
査
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教育民生常任委員会
竜王中学校部活動の地域展開について

中心核（ 交流・ 文教ゾーン） の進捗について

調
査

調
査

　 少子化に伴い学校規模が小さ く な る 中、 一つの学校単位で は

チ ームス ポーツ な ど が十分にで き な く な る。 国は生徒がス ポー

ツ ・ 文化芸術活動に継続し て親し む機会を 地域全体で支える 仕組

みである 、「 地域展開」 を推進し ている 。

≪竜王町の現状と 課題≫

◆ 竜王町においても 、 生徒数、 教員数は減少傾向にある 。

◆ 「 竜王町部活動地域移行検討協議会」 で検討。

◆ 現在は、 学校主体およ び「 地域連携型（ 教員と 部活動指導員の

指導） 」 で運営・ 指導を 行っ ている 。

◆ 近隣他市町と の連携は地理的に難し い。

≪竜王町の今後の取組≫

◆ 部活動指導員や地域指導員を 増やし 、 休日の部活動を 対象に可

能な 種目から 「 地域展開（ 地域全体で支える ・ 広げる ） 」 がで

き るよ う 取り 組む。

地域活性化特別委員会

　 中心核整備（ 交流・ 文教ゾ ーン ） の進捗状況について 説明を

受けた後、 開校・ 開所間近と な っ た竜王小学校及び学童保育所

を 視察し た。

◆ 竜王小学校・ 学童保育所は２ 学期よ り 開校・ 開所と な る。 そ

の他、 令和８ 年度は、「 歩行者専用道路照明設置工事」 他７ 件

について今年度内に発注予定である 。

◆ 今後計画さ れて いる 交流・ 文教ゾ ーン 公園施設遊具設置工事

について は、 公募型プ ロ ポーザル方式にて 発注予定で、 ７ 月

下旬にプレ ゼン テーショ ン 審査によ り 決定さ れる 。

主な質疑応答

公園施設整備工事は令和８ 年８ 月発注と ある が完成はいつか。 ま た、 公園遊具のプレ ゼン テーショ

ン 審査についての審査内容や審査員構成は。

問

公園施設整備工事は令和９ 年３ 月末完了を 予定し ている 。 公園遊具のプ レ ゼン テーショ ン 審査は、

町が定めた金額の範囲内で、 設置でき る 遊具や施工方法等を 提案し ても ら い、 総合的に判断する 。

審査員は、 PTA会長を はじ め子ども と 関わり のある 方を中心と する 。

答

主な質疑応答

部活動指導員と 地域指導員、 外部指導員の違いは。 また、 指導員への謝金は。問

部活動指導員は町が任命、 地域指導員は学校が任命し 、 いずれも 謝金を 払っ ている 。 外部指導員は

ボラ ン ティ アと なる ので、 謝金はない。

答

完成間近の新竜王小学校視察の様子

推進体制図
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各議員のQ Rコ ード を

スマート フ ォ ン で読み

取ると 音声配信が聴け

る よ

近江う し 丸
問い合わせ　 議会事務局　 電話　 0 7 4 8 -5 8 -3 7 1 3

次回の一般質問は

令和８ 年９ 月2 4 日㈭予定
議員の質問順は町ホームページでご確認く ださ い。

　 一般質問と は、 議員が町長などの執行機関に対し 、 事務の執行状況や将来の方針などについ

て所信や疑問を質し 報告や説明を求めるこ と です。

ページ 質　 問　 者 質　 　 問　 　 事　 　 項

1 0 鎌田勝治
・ 放課後等デイ サービ スの今後は

・ 外部委託費の可視化と 最適化を

1 1 大橋裕子
・ 放課後児童ク ラ ブ、 兄弟割引制度等の導入は
・ 鏡山、 鳴谷池の東屋と 星ヶ 峯の観光案内板は

※ナフ サ供給不足によ る 私たち の生活は

1 2 小西久次
・ 竜王町未来へつなぐ まち づく り 交付金の検討を
・ 選挙への関心を 上げる ための検討は

1 3
三宅政仁 ・ 新小学校、 学校体育環境の安全管理は

磯部俊男 ・ 健康、 安心、 暮ら し を 守る介護保険事業を

1 4 中村匡希
・ 財政の見通し は

・ ふる さ と 納税寄附金の使途は

1 5 橘せつ子

・ 祖父川上流の定期的なPFAS調査を
・ 中心核を含む公共施設整備と 財政計画の見通し は

※こ れから の竜王町の介護事業は

※学童保育所の指定管理のあり 方は

※企業誘致の進捗と 住民への周知は

1 6 森島芳男
・ 竜王町公民館の今後は

・ 道路ネッ ト ワーク の強化を

1 7 内山英作
・ 重層的支援体制事業の進捗状況は

・ 地域共生社会の実現を めざし て

1 8 山田義明
・「 山之上信号交差点」 の安全性向上を
・「 健康づく り のまち 竜王町」 を 目指し て

1 9 若井政彦

・ 安全・ 安心のまち づく り へ防犯カ メ ラ の設置は

・ 中心核整備「 複合ゾーン 」 どう する の

※憲法を く ら し に！平和行政の具現化を

町政
問ここを う !

６ 月定例会では1 1 議員が2 5 問の一般質問を行いまし た。

※紙面の都合上、 掲載し ており ません。

　 Q Rコ ード から 、 全ての質問がお聴き いただけます。
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鎌
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目
的
と
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績
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照
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放
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を
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も
安
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て
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的
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す
る
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次
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点
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階
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具
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的
な
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は
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②
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区
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一
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。

③
本
事
業
の
今
後
の
方
針

は
。

問

放課後等デイ サービ スの

今後は

問

答 優良な事業者のサービスで
障がい福祉サービス基盤の強化を図る

竜王西小学校区学童保育所空き 室側入口の外観

　
　
表
題
の
件
で
次
の
４

点
を
伺
う
。

①
本
町
の
一
般
会
計
に
お

け
る
外
部
委
託
費
の
令

和
６
年
度
と
令
和
７
年

度
の
年
間
総
額
は
。

②
委
託
の
重
複
化
や
仕
様

の
過
大
化
を
防
ぐ
為
の

具
体
的
な
対
策
は
。

③
職
員
の
負
担
軽
減
・
コ

ス
ト
削
減
効
果
の
検
証

は
。

④
長
期
の
委
託
業
務
に
つ

い
て
、
仕
様
の
検
討
や

結
果
の
検
証
は
。

問

③
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
未
検

証
だ
が
、
様
々
な
方
策
に

よ
り
業
務
の
効
率
化
や
コ

ス
ト
削
減
に
繋
げ
て
い
る
。

④
長
期
に
継
続
し
て
い
る
委

託
業
務
も
、
同
様
に
確
認

を
行
い
、
仕
様
や
業
務
内

容
が
前
年
踏
襲
に
な
ら
な

い
よ
う
次
年
度
以
降
の
見

直
し
に
繋
げ
て
い
る
。

外部委託費（ 一般会計） の推移

R3 R4 R5 R6 R7

（ 単位：億円）委託料のう ち、指定管理料

2 .7

2 1 .2

2 .2

1 4

1 .6

1 0

1 .4

7 .5

1 .3

6

い
プ
ラ
ザ
用
地
、
中
心
核

居
住
ゾ
ー
ン
内
の
３
カ
所

を
候
補
地
と
し
て
い
る
。

②
竜
王
西
小
学
校
区
学
童
保

育
所
の
空
き
室
を
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
の
利
用
を
優
先
し
て
検

討
し
て
き
た
為
、
深
い
議

論
に
は
至
ら
ず
。

③
民
設
民
営
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
町
有
施
設
の
賃
貸

で
の
整
備
も
念
頭
に
検
討

す
る
。

　
　
今
後
も
、
民
間
事
業
者

が
本
事
業
に
参
入
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
本
町
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
強
化
に
取
組
む
。

　
　

①
竜
王
西
小
学
校
区
学
童
保

育
所
用
地
、
鵜
川
ふ
れ
あ

答 

　
　
　

①
令
和
６
年
度
16
億
２
千
万

円
、
令
和
７
年
度
23
億
９

千
万
円
。

②
予
算
要
求
・
査
定
時
、
ま

た
、
発
注
段
階
に
お
い
て
、

委
託
の
必
要
性
、
業
務
範

囲
、
変
更
点
等
を
確
認
し
、

事
業
目
的
に
合
致
し
て
い

る
か
を
精
査
。

答 
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大
おおはし

橋　 裕
ゆ う こ

子 議員

放課後児童ク ラ ブ

兄弟割引制度の導入は

問

答 前向きに検討を重ねる

　
　
竜
王
町
に
は
２
つ

の
学
童
保
育
所
が
あ
り

２
２
８
名
の
児
童
が
入

所
（
両
小
学
校
児
童
数
の

4 5
％
）
し
て
い
る
。
兄
弟

で
学
童
に
入
所
す
る
場

合
、
近
隣
の
学
童
で
は
、

二
人
目
は
半
額
等
に
な
る

兄
弟
割
引
の
減
免
制
度
が

あ
り
、
こ
れ
は
子
育
て
世

帯
へ
の
負
担
軽
減
に
な

る
。
竜
王
町
に
お
い
て
も

こ
の
制
度
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

問

　
　
利
用
料
の
割
引
制
度
は
、

兄
弟
割
引
、
ひ
と
り
親
割
引
、

低
所
得
世
帯
割
引
が
あ
り
、

竜
王
町
で
は
ひ
と
り
親
割
引

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
学
童
の
兄
弟
割
引
制
度
は

県
内
調
査
に
よ
る
と
19
市
町

の
う
ち
14
市
町
に
お
い
て
こ

の
制
度
を
設
け
て
い
る
。
子

育
て
世
帯
に
は
有
効
な
経
済

支
援
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、
今
後
導
入

に
係
る
費
用
を
検
証
し
前
向

き
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

答 

鏡
山
、
鳴
谷
池
の
東
屋
と
星
ヶ
峯

の
観
光
案
内
板
は

問

星ヶ 峯頂上から の大パノ ラ マ

修理が待たれる鳴谷池の東屋

　
　
鏡
山
の
鳴
谷
池
に
休

憩
す
る
東
屋
が
あ
る
。
数

年
前
か
ら
屋
根
に
穴
が
あ

き
、
現
在
で
は
左
写
真
の

よ
う
に
穴
が
あ
い
て
い

る
。
安
全
面
に
お
い
て
も

危
険
な
状
況
で
あ
る
。
今

後
こ
の
東
屋
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
星
ヶ
峯
か
ら
の
眺

め
は
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が

問

　
　
鳴
谷
池
の
東
屋
は
修
繕

を
行
う
に
は
資
材
搬
入
や
施

工
方
法
等
に
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
施
設
の
維
持
管
理
の

あ
り
方
も
含
め
検
討
を
行
っ

答 

答

今
後
の
施
設
の
あ
り
方
も
含
め
た
検
討
を

進
め
る

学童保育利用者数の推移

　
令和

４ 年度

令和

５ 年度

令和

６ 年度

令和

７ 年度

令和

８ 年度

竜小児童数

（ 人）
383 380 371 341 314

西小児童数

（ 人）
261 247 220 200 187

合計児童数

（ 人）
644 627 591 541 501

学童保育利用者

（ 人）
198 201 236 225 228

学童保育利用率

（ ％）
30.7 32.1 39.9 41.5 45.5

て
い
る
。
し
か
し
損
傷
の
進

行
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で

屋
根
を
シ
ー
ト
等
で
覆
う
応

急
措
置
を
行
う
と
共
に
、
今

後
の
施
設
の
あ
り
方
も
含
め

た
対
応
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
を
進
め
る
。

　
星
ヶ
峯
の
案
内
板
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

り
歴
史
を
物
語
る
山
々
が

見
渡
せ
る
。
山
々
の
名
前

が
わ
か
る
案
内
板
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

議会だより N o .216
り ゅ う おう

1 1

一 般 質 問



選
挙
へ
の
関
心
を
上
げ
る
た
め
の

検
討
は

問答

住
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
な
の
で

分
か
り
や
す
い
啓
発
に
努
め
る

　
　
本
交
付
金
は
、
平
成

3 0
年
に
窓
口
を
集
約
・
一

元
化
し
、
各
自
治
会
に

と
っ
て
は
分
か
り
や
す
く

他
市
町
に
な
い
良
い
制
度

で
あ
る
。
現
在
の
利
用
実

績
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
法
定
外
道
路
の

改
良
・
舗
装
は
集
落
内
の

他
事
業
と
の
関
係
で
、
限

度
額
で
は
足
ら
ず
何
と
か

で
き
な
い
か
と
の
声
を
聞

く
。
以
前
は
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
年

度
見
直
し
時
期
で
あ
る

が
、
検
討
の
見
込
み
は
。

問

竜王町未来へつなぐ

まちづく り 交付金の検討を

問

答 次年度以降に向けた見直しに取組む

舗装が待たれる里道

　
　
７
月
５
日
に
滋
賀
県

知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
。

令
和
５
年
の
町
議
会
選
挙

は
無
投
票
で
あ
っ
た
が
、

令
和
元
年
は
7 1
％
、
令
和

６
年
の
町
長
選
挙
は
7 0
％
、

２
月
の
衆
議
院
選
挙
は

6 3
％
と
高
く
、
４
月
の
県

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
過

去
最
低
の
3 7
％
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
滋
賀
県
議
会
議

員
・
町
議
会
議
員
・
町
長

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
重
要
な
選
挙
で

あ
る
た
め
投
票
率
の
向
上

に
向
け
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

問

投票率の過半数を 占める期日前投票所

　
　
本
年
４
月
の
県
議
会
議

員
補
欠
選
挙
は
地
域
が
限
定

さ
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る

が
、
低
投
票
率
と
な
っ
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
る
。
新

有
権
者
へ
の
啓
発
や
学
校
と

連
携
し
た
若
年
層
へ
の
啓
発

を
含
め
た
従
来
の
取
組
継
続

の
一
方
、
今
後
は
期
日
前
投

票
の
周
知
強
化
や
情
報
の
充

答 

実
を
図
り
、
選
挙
へ
の
関
心

に
つ
な
が
る
取
組
の
検
討
を

行
う
。

　
ま
た
、
投
票
所
の
利
用
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
投
票

の
利
便
性
と
選
挙
事
務
の
適

正
か
つ
効
率
的
な
執
行
の
両

面
か
ら
町
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
投
票
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

小
こ に し

西　 久
き ゅう じ

次 議員

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
道
路
の
補
修
、
修
繕
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
・
７
年
度

は
３
地
区
で
実
施
さ
れ
た
。

里
道
の
大
規
模
な
修
繕
は
、

現
制
度
の
限
度
額
で
は
対
応

が
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
本
交
付
金
を

里
道
修
繕
等
に
使
用
で
き
る

制
度
に
す
る
か
、
別
の
交
付

金
を
設
け
る
か
検
討
す
る
。

　
本
交
付
金
は
多
く
の
自
治

会
で
、
毎
年
同
じ
経
費
に
充

当
さ
れ
て
い
る
。
将
来
を
見

据
え
た
議
論
に
至
っ
て
な
い

地
区
も
あ
る
の
で
、
協
働
推

進
係
を
新
設
し
自
治
会
の
将

来
性
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

仕
組
み
と
な
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
と
る
。

　
　
３
年
間
で
地
区
が
行
う

将
来
性
を
踏
ま
え
た
取
組
み

を
、
財
政
面
で
支
援
す
る
も

の
で
あ
り
、
多
分
野
に
多
く

答 
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老朽化し たサッ カ ーゴール（ 竜王小学校）

問 新小学校、 学校体育環境の

安全管理は
答 新校舎移転を機に更新を検討する

　
　
新
し
い
小
学
校
の
建

設
に
伴
い
、
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
支
柱
な
ど
、
児
童
が
日

常
的
に
使
用
す
る
体
育
備

品
に
つ
い
て
は
更
新
を
行

わ
ず
、
現
竜
王
小
学
校
で

使
用
し
て
い
る
も
の
を
移

設
す
る
と
説
明
を
受
け
た
。

全
国
的
に
も
老
朽
化
し
た

体
育
器
具
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
学
校
現

場
の
安
全
対
策
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
次
の
２
点

を
伺
う
。

①
本
町
と
し
て
、
現
在
使

用
予
定
の
体
育
備
品
の

安
全
点
検
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

②
移
設
す
る
備
品
も
新
校

舎
に
合
わ
せ
て
更
新
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

三
み や け

宅　 政
まさ ひと

仁 議員

　
　

①
最
近
の
要
支
援
認
定

者
、
要
介
護
認
定
者
数

の
状
況
は
。
ま
た
第
１

号
被
保
険
者
の
う
ち
認

知
症
高
齢
者
数
は
。

②
第
１
号
被
保
険
者
の
年

齢
構
成
は
。

③
町
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
数
は
。

問

人
。

　
　
認
知
症
高
齢
者
（
日
常

生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
）
は

３
１
２
人
。
こ
の
う
ち
、

約
６
割
の
方
は
、
要
介
護

２
ま
で
の
身
体
的
に
は
比

較
的
軽
度
の
認
定
者
。

②
65
歳
～
74
歳
前
期
高
齢
者

53
人
、
75
歳
～
１
７
９
人
、

85
歳
以
上
３
２
２
人
。

③
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

は
16
名
、
入
居
・
入
所
・

事
業
所
に
は
４
名
が
勤
務

さ
れ
、
介
護
対
応
を
さ
れ

て
い
る
。

　
　

①
令
和
８
年
５
月
末
、
要
支

援
者
数
は
１
７
３
人
、
要

介
護
認
定
者
数
は
３
９
４

答 

健康・ 安心・ 暮ら し を 守る

介護保険事業を

問

答 高齢化が進む中、 認知症、 独居高齢
者への対応、 取組みを進める磯

い そ べ

部　 俊
と し お

男 議員

　
　

①
学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

き
、
毎
月
１
回
実
施
、
目

視
や
触
診
で
点
検
し
違
和

感
や
不
具
合
を
確
認
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
専
門
業

者
に
よ
る
点
検
を
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
る
。

②
今
回
の
新
校
舎
移
転
を
機

に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
支

柱
に
つ
い
て
は
更
新
し
、

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
に
つ
い

て
は
更
新
を
検
討
す
る
。

答 
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ふるさ と 納税寄附金約2 2 億円のう ち近江牛関連の

返礼品が8 8 .7 ％を 占める（ 令和７ 年度）

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
途
は

問　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

加
を
踏
ま
え
、
寄
附
金
の

使
途
や
効
果
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
示
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

問

　
　
大
型
事
業
に
よ
り
実

質
公
債
費
比
率
が
1 8
％

（
地
方
債
発
行
の
許
可
団

体
と
な
る
基
準
）
に
近
づ

く
見
通
し
で
あ
る
。
中
期

的
な
財
政
見
通
し
を
住
民

に
分
か
り
や
す
く
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

問

　
　
大
型
事
業
に
伴
い
、
今

後
の
公
債
費
負
担
は
増
加
の

見
込
み
で
あ
る
。
地
方
債
残

高
、
実
質
公
債
費
比
率
、
金

利
動
向
、
標
準
財
政
規
模
の

推
移
を
注
視
し
な
が
ら
、
財

政
計
画
の
検
証
と
見
直
し
を

行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

　
そ
の
上
で
、
住
民
の
皆
さ

ま
へ
町
の
財
政
状
況
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

答 

財政の見通し は問

答 健全運営に努める

答

分
か
り
や
す
く
公
表
す
る

　
　
寄
附
金
は
基
金
に
積
み

立
て
、
子
育
て
、
教
育
、
産

業
振
興
な
ど
町
の
施
策
に
活

用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
寄

附
金
が
ど
の
事
業
に
使
わ
れ
、

答 

町
の
将
来
に
ど
う
生
か
さ
れ

た
の
か
を
、
寄
附
者
や
住
民

に
分
か
り
や
す
く
示
し
、
町

の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

中
なかむら

村　 匡
ま さ き

希 議員
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エアコ ン設置が待たれる竜王中学校体育館

PFAS調査の結果

（ 国の指針値： 5 0 ng/ℓ ）

橘
たち ばな

　 せつ子
こ

 議員

　
　
町
に
対
し
河
川
上
流

調
査
や
汚
染
源
調
査
を
求

め
て
き
た
が
、
調
査
は
し

な
い
と
回
答
さ
れ
た
。
そ

こ
で
本
年
１
月
に
独
自
調

査
を
行
い
、
結
果
は
左
表

の
通
り
で
あ
っ
た
。
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
県
の
基
準
値
を
超
え
て

い
る
箇
所
も
あ
り
、
町

と
し
て
祖
父
川
上
流
の

定
期
的
な
水
質
調
査
を

す
る
べ
き
で
は
。

②
湖
南
市
に
対
し
、
茶
釜

川
、
祖
父
川
源
流
の
水

質
調
査
（
工
場
排
水
、

残
土
捨
て
場
の
排
水
調

問

　
　

①
令
和
６
年
度
よ
り
実
施
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
は
、
善
光

寺
川
、
祖
父
川
、
中
津
井

川
の
３
河
川
が
日
野
川
へ

合
流
す
る
地
点
で
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
濃
度
状
況
を
確
認
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
す
る
。

②
独
自
調
査
の
水
質
結
果
を

県
の
担
当
部
署
へ
提
供
し
、

広
域
的
な
対
応
が
必
要
な

た
め
、
県
と
協
議
し
対
応

を
検
討
す
る
。

答 

　
　
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

等
で
物
価
上
昇
は
著
し
く
、

町
の
公
共
施
設
整
備
に
係

る
経
費
も
増
額
で
は
と
推

察
す
る
が
、
次
の
点
を
伺

う
。

①
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

施
設
整
備
は
、
財
政
計

画
上
も
問
題
な
く
進
め

ら
れ
る
の
か
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

令
和
11
年
４
月
供
用
開

始
と
さ
れ
て
い
る
が
前

倒
し
は
可
能
か
。

③
今
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ

れ
る
が
、
中
学
校
、
西

小
学
校
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
い
つ
頃
か
。

問

事
業
費
や
町
負
担
の
変
動

も
想
定
さ
れ
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
更
新

し
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
で
整
備
を
進
め
る
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
令

和
11
年
度
供
用
開
始
の
目

標
で
、
現
在
、
事
業
方
式

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

①
予
定
の
公
共
施
設
整
備

（
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
含

む
）
は
、
現
時
点
で
見
込

ま
れ
る
主
な
事
業
費
を
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

反
映
し
て
い
る
。
し
か
し

答 

中
心
核
を
含
む
公
共
施
設
整
備
と

財
政
計
画
の
見
通
し
は

問答

持
続
可
能
な
財
政
運
営
で
整
備
を
進
め
る

祖父川上流の定期的な

P F A S 調査を

問

答 県と 協議し 、 連携した対応を検討する

前
倒
し
は
難
し
い
。

③
各
体
育
館
の
空
調
設
備
は

施
設
の
長
寿
命
化
整
備
の

中
で
進
め
る
方
針
だ
が
、

現
在
、
両
校
と
も
ト
イ
レ

改
修
工
事
を
進
め
て
お

り
、
進
捗
を
見
て
時
期
を

見
極
め
て
い
く
。

査
等
）
を
要
請
す
る
べ

き
で
は
。

採水場所
PFA S濃度（ ng/ℓ ）

１ 月19日 ２ 月６ 日 ５ 月14日

祖父川上流（ 山中橋） 47.01 38.32 41.31

惣四郎川（ 南平橋） 20.55 － －

祖父川下流（ 巡検橋） 23.06 － －

足洗川（ 山面橋） 5.18 － －

善光寺川（ 善光寺川橋） 12.02 － －

茶釜川（ 荒太橋） － 40.85 58.67

祖父川源流（ 祖父川橋） － － 38.02
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築5 0 年が経過し た公民館

安全に移動でき る道路整備を目指し て

プログラ ムの内容は

こ ち ら のQ Rコ ー ド
から 直接ご確認いた

だけます

森
も り し ま

島　 芳
よ し お

男 議員

　
　

第
２
期
竜
王
町
公

民
館
基
本
計
画
に
は
、「
各

家
庭
に
留
ま
る
こ
と
の
な

い
地
域
社
会
全
体
で
の
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
な
ど

の
世
代
間
交
流
を
促
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
」

と
公
民
館
の
必
要
性
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
次
の
２
点
を

伺
う
。

①
計
画
策
定
か
ら
２
年
経

過
し
た
が
、
現
在
の
状

況
は
。

②
計
画
は
令
和
1 5
年
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
あ
り
方
と
方
向

性
は
。

問

　
　

①
公
民
館
は
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
の
活
動
の
場
と
し

て
多
く
の
住
民
の
方
に
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
公

民
館
利
用
者
数
、
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。

②
公
民
館
の
老
朽
化
に
と
も

な
い
公
民
館
機
能
を
備
え

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
検
討
し
て

い
る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
多
世
代
が
「
つ
ど

い
」
「
ま
な
ぶ
」
こ
と
が

で
き
る
竜
王
町
の
生
涯
学

習
活
動
の
拠
点
と
も
な
る

よ
う
進
め
た
い
。

答 

竜王町公民館の今後は問

答 時代に即した拠点の建設を検討
している

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を

問　
　
地
域
経
済
の
活
性
化

や
安
全
・
安
心
の
向
上
の

た
め
に
は
渋
滞
の
解
消
や

安
全
な
歩
道
な
ど
の
整

備
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
道
路
・
橋
梁
施
設
の
計

画
的
な
維
持
管
理
が
求
め

ら
れ
る
。
早
急
に
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に

つ
い
て
の
取
組
が
必
要
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

問
　
　
渋
滞
箇
所
の
解
消
や
歩

道
整
備
等
の
交
通
安
全
対
策

は
、
優
先
順
位
を
つ
け
な
が

ら
交
差
点
改
良
、
歩
道
整
備

等
の
道
路
整
備
を
進
め
て
い

る
。
既
存
道
路
の
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
に
つ
い
て
も
、
各

個
別
計
画
を
基
に
計
画
的
な

改
良
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
管
理
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
道
路
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
を

答 答

災
害
時
等
に
も
対
応
で
き
る
道
路
を
整
備

す
る

今
年
度
お
よ
び
令
和
９
年
度

の
２
か
年
で
策
定
す
る
こ
と

で
、
着
実
な
更
新
を
図
る
。

既
存
道
路
の
安
全
・
安
心
な

利
用
を
確
保
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
災
害
時
等
に
も

対
応
で
き
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
ま
た
、
県
道
に
関
し
て

は
「
滋
賀
県
道
路
整
備
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
次

期
改
訂
が
近
く
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
町
の
要
望
を

反
映
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き

か
け
る
。
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弓削自治会による

地域支え合いのための調査票

地域共生社会の実現に向けた枠組み

　
　
本
事
業
の
本
質
は
、

「
重
な
り
の
体
制
整
備
」

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
」
、

「
介
護
保
険
・
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
」
、
「
障
が

い
者
福
祉
」
な
ど
の
属
性

別
制
度
を
横
断
的
に
重
ね

合
わ
せ
て
、
庁
内
、
支
援

関
係
機
関
、
そ
し
て
地
域

の
多
様
な
主
体
と
と
も
に

整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
事
業
の
課
題
お
よ
び

今
後
の
取
組
は
何
か
。

問

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の

活
動
を
通
し
て
、
複
合
的
な

課
題
を
抱
え
た
方
が
お
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。一
方
、

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
の

把
握
に
つ
い
て
は
、
各
所
管

で
も
取
組
状
況
に
差
異
が
見

ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

機
能
や
他
機
関
協
働
機
能
を

強
化
し
な
が
ら
、
地
域
に
お

け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の

構
築
を
進
め
て
い
く
。

答 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

答
「
連
携
」
、
「
協
働
」
、
「
共
助
」
で
取
組
む

問

重層的支援体制事業の

進捗状況は

問

答 地域での包括的な支援体制の構築を
進める内

う ちやま

山　 英
えいさ く

作 議員

　
　
本
町
で
は
、
「
孤
立
、

貧
困
、
疾
患
等
、
各
世
帯

が
抱
え
る
複
合
的
な
困
り

ご
と
に
対
し
、
行
政
、
関

係
機
関
お
よ
び
地
域
住
民

が
連
携
し
て
受
け
止
め
、

伴
走
し
、
解
決
に
つ
な
げ

る
た
め
の
包
括
的
な
総
合

相
談
や
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
」
と
、
取
組

を
表
明
し
て
い
る
。

問

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
と

の
活
動
の
ほ
か
、
毎
年
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
区

長
、
福
祉
委
員
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
３
者
向
け
に
地

域
福
祉
研
修
を
開
催
、
地
域

で
の
支
え
合
い
の
必
要
性
に

答 

つ
い
て
情
報
交
換
や
懇
談
を

し
て
い
る
。
特
に
、
地
域
で

気
に
な
る
方
に
つ
い
て
、
地

区
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
て

い
る
。
今
後
も
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
協

働
の
基
盤
づ
く
り
、
共
助
の

推
進
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

　
そ
こ
で
、
町
民
等
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
連
携
の

詳
細
は
。
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当
該
交
差
点
に
つ
い
て

は
、
過
年
度
に
地
元
自
治
会

よ
り
安
全
対
策
の
要
望
を
い

た
だ
い
た
経
緯
が
あ
り
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
東
近
江
土

木
事
務
所
等
関
係
者
と
現
地

立
ち
会
い
を
行
い
、
車
止
め

や
路
面
標
示
等
の
対
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
交
通
状
況
等

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

関
係
機
関
と
改
め
て
協
議

し
、
更
な
る
安
全
対
策
に
努

め
る
。

答 

　
　
「
山
之
上
信
号
交
差

点
」
は
変
則
的
な
５
差
路

の
交
差
点
で
あ
る
。
特
に
、

湖
南
市
方
面
か
ら
東
近
江

市
方
面
へ
の
通
行
時
は
、

曲
が
り
損
ね
て
建
屋
や
防

護
壁
へ
の
衝
突
や
人
身
事

故
も
あ
っ
た
。

　
近
年
は
東
近
江
市
方
面

か
ら
町
道
中
央
通
り
線
へ

の
右
折
車
も
増
え
、
変
則

な
右
折
溜
ま
り
で
の
ト
ラ

ブ
ル
発
生
も
多
い
が
、
そ

の
対
応
は
。

問

「
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
竜
王
町
」

を
目
指
し
て

問答

町
の
環
境
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

「 山之上信号交差点」 の

安全性向上を

問

答 関係機関と 協議し
更なる安全対策に努める

ト ラ ブル発生が多い主要地方道「 彦根八日市甲西線」

山之上交差点

散歩から 始める健康づく り

　
　
全
国
的
に
平
均
寿
命

が
延
び
、
若
い
頃
か
ら
の

健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
。

　
我
が
町
は
車
と
の
生
活

に
馴
染
み
過
ぎ
、
都
会
の

人
以
上
に
歩
け
て
い
な
い

の
で
は
と
危
惧
し
、
生
涯

こ
の
町
で
歩
い
て
暮
ら
し

が
出
来
る
「
健
康
づ
く
り

の
ま
ち
竜
王
町
」
宣
言
を

目
指
し
て
は
。

問

軽
に
参
加
で
き
る
事
業
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ

り
「
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
宣

言
」
と
同
様
の
目
的
を
達
成

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

山
や ま だ

田　 義
よし あき

明 議員

　
　
健
康
上
の
問
題
で
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
ず
に
生
活

で
き
る
「
健
康
寿
命
」
を
延

ば
す
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら

の
健
康
づ
く
り
の
取
組
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
「
り
ゅ
う
お

う
健
康
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

「
り
ゅ
う
お
う
健
康
ベ
ジ
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
様
々
な
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
第
２
期
竜
王
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
で
気

答 
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安全・ 安心のま ち づく り へ

防犯カ メ ラ の設置は

問

答 地域の目の及ばない場所に設置を検討

　
　

①
防
犯
灯
や
道
路
照
明
灯
は
、

地
域
要
望
や
関
係
団
体
等

と
の
協
議
を
基
に
、
警
察

や
道
路
管
理
者
等
と
の
調

整
、
協
議
に
よ
り
設
置
を

し
て
い
る
。

②
現
在
、
町
は
学
校
周
辺
の

主
要
道
路
や
公
共
施
設
等

に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
幹
線
道
路
等
地
域
の
目

が
及
ば
な
い
場
所
に
対
し

て
、
警
察
と
も
協
議
し
な

が
ら
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答 

　
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
へ
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
現
在
、
防
犯
灯
や
道
路

照
明
灯
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
箇
所
は

あ
る
か
。

②
各
地
で
発
生
し
た
凶
悪

事
件
等
で
、
防
犯
カ
メ

ラ
が
事
件
解
決
へ
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
が
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か

ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
考
え
は
あ
る
の
か
。

問

安全は点（ 灯） から 線へ、 線から 面へ（ 上）

防犯灯設置が待たれる歩道（ 下）

一刻も 早い市街化区域編入が待たれる「 複合ゾーン」（ 予定地）

若
わ か い

井　 政
まさ ひこ

彦 議員

　
　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
複
合
ゾ
ー
ン
へ
の
期

待
が
大
き
い
も
の
の
、
現

状
は
期
待
に
反
し
て
計
画

も
未
だ
不
透
明
で
あ
る
。

　

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
と
比

べ
、
注
力
感
に
差
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

整
備
を
し
た
い
の
か
、
青

写
真
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
情
報
発
信
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

問 答

民
間
開
発
主
導
で
に
ぎ
わ
い
と
交
流
生
み
出
す

者
募
集
等
進
め
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
居
住
ゾ
ー
ン
整
備

が
複
合
ゾ
ー
ン
整
備
の
実
現

性
を
高
め
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

中
心
核
整
備
「
複
合
ゾ
ー
ン
」

ど
う
す
る
の

問
　
　
現
段
階
で
は
、
具
体
的

な
青
写
真
は
示
せ
な
い
が
、

町
の
構
想
と
し
て
は
、
飲
食

店
、
カ
フ
ェ
、
バ
ス
ロ
ー
タ

リ
ー
等
を
集
約
し
、
に
ぎ
わ

い
と
交
流
を
生
み
出
す
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
民
間
主
導
で
開

発
を
進
め
た
い
。

　
次
期
都
市
計
画
見
直
し
時

に
市
街
化
区
域
編
入
を
想
定

し
て
い
る
。
開
発
は
５
年
以

上
先
の
見
通
し
だ
が
、
事
業

答 
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

竜王町竜王町

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

三
宅　

政
仁

副
委
員
長　

鎌
田　

勝
治

委　
　

員　

若
井　

政
彦

委　
　

員　

小
西　

久
次

委　
　

員　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

山
田　

義
明

編
集
後
記

　

厳
し
い
暑
さ
が
続
く
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度
補
正

予
算
を
は
じ
め
、
町
民
生
活
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
や
地
域
課
題
に
つ
い

て
執
行
部
と
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
開
催
し
た
「
議
会
報
告

会
２
０
２
６
」
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

声
を
今
後
の
議
会
活
動
に
つ
な
げ
、
よ
り

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
紙
面
づ
く
り
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
研
修
会
へ
の
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
を

通
じ
て
、
議
会
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
す
が
、
お
盆
の
帰
省
や

ご
家
族
と
の
団
ら
ん
な
ど
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　西川は現在94世帯で、小学生は８名まで減少しています。
　その中でも郷土文化の伝承として、総さなぶり、虫送
り、千燈祭など行っています。いろんな組織が解散する
中、65歳以上を対象に自由に活動するチームが出来たり、�
子どもの居場所づくりや、大人の居場所の居酒屋、福祉
では幼児から高齢者を対象とした活動も活発に行われて
います。

西川
シリーズ　あちこち まち周

め ぐ り

遊

おいでキッズ

６月　お地蔵さんの前掛け作り
ブギウギ　チーム

７月　虫送り

10月　区民フェスティバル
（展示）

９月　千燈祭

10月　区民フェスティバル
（メダカすくい）

村地信彦さん

自治会館を活動の拠点にして、子どもたちが集まる日や高齢者
を対象にした活動、気軽に飲んで話ができる「居酒屋おいで」、
盛りだくさんのメニューで賑わう「区民フェスティバル」な
ど、多くの活動が活発に繰り広げられています。また、古くか
ら伝わる郷土文化の伝承を大切に、子どもたちと一緒に虫送り
や千燈祭など、多世代が集う行事が今も引き継がれています。

No.216 議会だより
りゅうおう 20

竜
王
町
議
会
広
報

■
発
行
・
竜　

王　

町　

議　

会

■
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
５
２
０

−

２
５
９
２　

滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
小
口
3

☎
（
０
７
４
８
）
５
８

−

３
７
１
３


